
平成２９年９月１２日（火）
第２回子ども読書活動推進に関する有識者会議資料

秋田県教育庁生涯学習課長 沢屋隆世

秋田県の読書活動推進に係る取組
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秋田県＝都道府県で唯一、読書条例を制定(H22年4月1日)

11月1日を「県民読書の日」と定めている
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秋田県の読書活動推進の特徴

1 県全体での読書活動の推進

２ 首長部局と教育委員会が連携・協働

３ プロスポーツや民間企業及び書店商業組合

等との連携
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１ 県全体での読書活動の推進

平成２２年４月１日

「秋田県読書推進議員連盟」による議員提案を受
けて、「秋田県民の読書活動の推進に関する条例」
を制定
平成２３年３月

「第１次秋田県読書活動推進基本計画」を策定
（H２３～H２７）
平成２８年３月

「第２次秋田県読書活動推進基本計画」を策定

→読書活動の推進に関する施策を総合的・計画
的に推進している。



秋田県の読書活動推進体制

国 平成１３年「子どもの読書活動の推進に関する法律」
第九条 当該都道府県における子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「都道府県子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努めなければならない

県教育委員会
計画を策定し県内の読書活動の推進を担う

平成１４年 「県民の読書活動推進計画」
平成２０年「第２次県民の読書活動推進計画」

生涯学習課内に読書推進班を設置

企画振興部総合政策課
条例に基づく計画を策定し進行管理を行う
平成２３年「秋田県読書活動推進基本計画」
平成２６年「秋田県読書活動推進本部の設置」

平成２８年「第２次秋田県読書活動推進基本計画」

包括・統合
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平成２２年度「秋田県民の読書活動の推進に関する条例」
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Ｈ２３～２７年度

第１次秋田県読書活動推進基本計画
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第２次基本計画
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第２次秋田県読書活動推進基本計画

あなたの「読みたい！」
をサポートします。
「読書は楽しい！」の
気持ちを広げます。

県民運動として推進
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◇首長部局

企画振興部総合政策課内に

「県民読書推進班」を設置

◇教育委員会

教育庁生涯学習課内に

「社会教育・読書推進班」を設置
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２ 首長部局と教育委員会が連携・協働

連携
協働



県読書活動推進本部会議
・年２回
・推進施策年次報告書承認
・県民意識調査

県読書活動推進連絡協議会
・総会1回 地区会議３回
・市町村との協働推進体制

県読書活動推進連絡会
・年２～３回
・庁内１３課所の連携体制

会議開催

読んだッチ・リレー文庫事業
・県民協働によるリサイクル文庫

家族で読書運動
・おすすめ５０選パンフの作成配布

ウェブサイト「あきたブックネット」
運営

プロスポーツ等連携読書推進事
業
・J3ブラウブリッツとエンジョイ読
書・B1秋田ＮＨとハッピー読書

「県民読書の日」啓発事業
・ふるさと秋田文学賞の実施

・ふるさとの文学と読書のつどい

読書活動推進パートナー事業
・県内企業、ＮＰＯ法人等に文庫設
置の補助

学校図書館の活性化支援
・小・中・高校への学校訪問
による学校図書館の運営等の
支援
・学校司書等研修会の開催

図書館活性化支援
・県立図書館による市町村図
書館への支援の拡充
・県子ども読書支援センター
の運営

市町村子ども読書推進計画
策定への支援

環境整備・気運醸成

企画振興部総合政策課の役割

県全体の読書体制・環境づくり及び気運の醸成

秋田県の読書推進ための具体的な連携と役割

教育庁生涯学習課の役割

子どもの読書活動の推進と人材の育成、
図書館への支援

読書が広がるホップ・ステッ
プ・ジャンプ事業

読書の様々な楽しみ方の提案

・子どもの読書推進のつどい
・おはなし会、調べ学習講座
・ビブリオラジオ

楽しさを伝える人材育成
・高校生や親世代の読み聞か
せ講座
・高齢者向け読み聞かせボラ
ンィア養成講座（りぷりん
と）
・ボランティアネットワーク
づくり

楽しさを発信する人材育成
・世代別ビブリオバトル
・ビブリオ業界ツアー

人材の育成読書基盤整備



成果として

◇読書活動の推進に関する施策を総合的・計画的に推進するこ

とにより、課題が明らかになった。

◇明確になった課題に対して、具体的な切り込みを行っている。
＊「図書購入費２割アップ」を打ち出し、市町村に依頼

＊「図書購入費５割アップ」を県立図書館で実施

◇県と市町村との連携強化が図られている。

＊市町村教育委員会と市町村図書館の一層の連携の促進

・学校図書館への支援の拡大

＊「打って出る図書館」

・県立図書館における市町村図書館との相互貸借

・県立学校へのセット貸出
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市町村へのアプローチ

・２５市町村長に「秋田県ブックリーダー 」を委嘱し、

「私の一冊」を紹介するリーフレットを

発行

・「図書購入費２割アップ」を打ち出し、市町村に対し

依頼

県企画振興部長→各市町村長
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図書館へのアプローチ

・ 「図書購入費5割アップ」を打ち出し、生涯学
習課が所管する県立図書館の図書購入費を増
額 （H26～）

｢第２期ふるさと秋田元気創造プラン｣に則った県の課題解決
支援や、県民の関心の高い分野等に関連した図書資料を購入
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高校生に対してのアプローチ

【総合政策課】

１１月１日の「県民読書の日」啓発事業として開催する
「ふるさとの文学と読書のつどいin横手」において、座談
会テーマ「若者を引き込む読書の魅力とは」の資料とする
ため、県南地区の高校生の読書の現状について、現在アン
ケートを実施中
※高校教育課と連携

【生涯学習課】
高校生ビブリオバトル大会を県内６地区で開催し、高校

生が読書に親しむきっかけづくりとしている。
※平成２６年度から実施し、今年度からは中学生大会も開催
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※１０月～１２月までの毎週日曜日に５分間のビブリオバトルに関するラジオ番組を放送
16



高齢者の方へのアプローチ
・シニア向け読み聞かせプログラム「りぷりんと」の実施
東京都健康長寿医療センターが開発した、６０歳以上のシニアを対象とした読み

聞かせボランティア養成及び活動支援のための講座「りぷりんと」を北秋田市で開
催し、認知症予防等の高齢者の健康づくりにつなげている。

・県立図書館において大型活字本を整備し、秋田ＬＬ大学園の講座等において紹介

・秋田ＬＬ大学園で読書に関する講座を開催するなど、読書に関する情報提供を実施

障がい者の方へのアプローチ
秋田県点字図書館においてボランティアを中心に点字図書や音声図書等の製作を行い、
図書提供サービスの向上を図った。

〇図書製作 点字図書：１３５タイトル 音声図書：１０８タイトル 点字図書：４７１タイトル
〇図書貸出 音声図書：６,８２７タイトル 定期刊行物：１０,９３２タイトル
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◇プロスポーツ等連携読書推進事業

「ブラウブリッツ秋田とエンジョイ読書」
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３ プロスポーツや民間企業及び書店商業組合等との連携



◇プロスポーツ等連携読書推進事業

「秋田ノーザンハピネッツとハッピー読書」
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◇民間企業との連携（平成２９年度～３１年度）

地方創生応援税制〔株式会社損保ジャパンの企業版ふるさと納税〕を活用

予算額 ９００千円（寄附：２００千円 県一般財源７００千円）

読書活動推進パートナー支援事業

施設内に図書コーナーを設置するなど、住民が
気軽に読書に取り組める場を設置する団体等（読
書活動推進パートナー）に対して、書庫購入費を助
成する市町村を支援する事業

【総合政策課】



【生涯学習課】

読書が広がるホップ・ステップ・ジャンプ事業

ホップ
（本を読んで楽しむ）

・超大型絵本の「おはなし会」 ※市町村で開催
・絵本作家によるワークショップ ※市町村で開催
・子ども読書推進講演会 ※７／２０ 対象：図書館等の読書推進関係者
・調べ学習講座 ※市町村で開催
・ＦＭラジオ放送

ジャンプ
（読書の喜びを
伝えて楽しむ）

ステップ
（読み聞かせを
して楽しむ）

読
書
の
楽
し
み
が
深
ま
り

高
ま
っ
て
い
く

・世代別ボランティア養成講座（高校生、親世代、シニア）※３地区で開催
・ボランティア交流会（研修会・情報交換会）※８／２０
・ ＰＯＰ作り研修講座 ※市町村で開催

・ビブリオバトル全県大会（中学生、高校生、県民一般）※地区大会・全県大会
・中高生による出版業界等訪問
・家読（うちどく）ノートの配付

◎様々な読書の楽しみ方の提案

◎読書の楽しさを伝える人材の育成

◎読書の喜び発信機会の提供
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全国で唯一、読書条例及び県民読書の日（１１月１日）を制定している県として、「日本一の読書県」を目指すに
あたり、子どもたちが読書に親しむ環境づくり、親世代や高齢者との読書を通じた世代間交流の促進を図るなど、
県民の読書習慣の一層の向上に向けた取組を推進する。

趣 旨

地方創生応援税制〔トーハン株式会社の企業版ふるさと納税〕を活用

予算額 ９，５００千円（寄附：５，０００千円 県一般財源４，５００千円）



地域で育む子どもの読書

日時：７月20日（木）13時30分～16時
場所：秋田県庁第二庁舎 8階 大会議室

読書は子どもたちにとって、読解力や表現力を育て、心の成長につながる大事な活動です。
今年度より県が実施する「読書が広がるホップ・ステップ・ジャンプ事業」のスタートに当たり、読書の有用
性や、読書活動を推進する体制づくりの大切さについて、講演やパネルディスカッションを通じて考えます。

基調講演 13:50～14:30

「地域の読書環境と子どもたち」

片山善博氏（早稲田大学公共経営大学院教授 元総務大臣）

主催:秋田県／共催:公益財団法人 文字･活字文化推進機構／後援:秋田魁新報社

パネルディスカッション 14:40～16:00

「子どもの読書と地域のネットワーク」
〔パネリスト〕

片山善博氏（早稲田大学公共経営大学院教授 元総務大臣）

太田 剛氏（図書館と地域をむすぶ協議会チーフディレクター）

米田 進氏（秋田県教育委員会教育長）

〔コーディネーター〕

泉 一志氏（秋田魁新報社文化部長・論説委員）

ホップ･ステップ･ジャンプ事業記念シンポジウム

プログラム
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読書が広がるホップ・ステップ・ジャンプ事業
～これまでの取組から～

大館市で行われた超大型絵
本のおはなし会の様子です。
７０人以上が親子で楽しい
時間を過ごしました。

由利本荘市で読み聞かせの講
座を受ける高校生たち。
講師役は地域のベテランボラ
ンティアさんが担いました。

小学校の先生たちが、百科
事典を活用した調べ学習の
進め方を学んでいます。
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◇書店商業組合との連携

・秋田県書店商業組合の主催により県内３地
区で「児童図書・優良図書展示会」を開催

・おはなし会、ビブリオバトル等の各会場で秋
田県書店商業組合による図書販売を実施



今後も
オール秋田で

読書活動を推進する取組を継続
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